
　
　
　
　
　
　
　

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
は
、
国
際
回
廊

と
も
呼
ば
れ
る
、
周
囲
の
国
々
を
つ
な

ぐ
交
通
の
大
動
脈
が
数
多
く
走
っ
て
い

る
。
今
年
６
月
に
は
、
イ
ン
ド
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン

の
４
カ
国
で
車
両
の
自
由
通
行
な
ど
に

関
す
る
基
本
合
意
が
成
立
し
、
12
月
の

施
行
に
向
け
て
協
議
が
進
ん
で
い
る
。

国
内
の
貨
物
・
旅
客
の
移
動
の
７
割
が

自
動
車
利
用
者
と
い
う
事
実
と
相
ま
っ

て
、
道
路
交
通
網
の
整
備
は
必
要
不
可

欠
だ
。

　
し
か
し
、国
内
や
国
境
周
辺
の
道
路
・

橋
は
、
整
備
の
遅
れ
や
老
朽
化
に
加
え

て
、
通
関
な
ど
の
国
境
手
続
き
の
効
率

も
悪
い
た
め
に
十
分
に
機
能
し
て
い
な

い
状
態
だ
。こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
、

日
本
は
す
で
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
国

際
幹
線
道
路
上
に
架
か
る
橋
を
中
心

に
、
建
設
や
架
け
替
え
な
ど
を
進
め
て

い
る
。
今
後
は
、
周
辺
国
と
の
連
結
性

を
念
頭
に
入
れ
た
「
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

物
流
網
」
を
形
成
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
く
予

定
だ
。

　
日
本
な
ど
の
先
進
国
か
ら
開
発
途
上

国
に
移
り
住
ん
だ
人
は
、
必
ず
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
停
電
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
こ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、

一
人
当
た
り
の
年
間
電
力
消
費
量
は
２

０
１
２
年
の
時
点
で
２
７
９
キ
ロ
ワ
ッ

ト（
日
本
は
同
７
７
５
２
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

と
少
な
い
も
の
の
、
そ
れ
で
も
停
電
は

頻
発
し
て
い
る
。
最
大
の
原
因
は
、
電

力
の
供
給
不
足
だ
。
２
０
１
４
年
３
月

の
時
点
で
、
国
内
電
力
需
要
に
対
す
る

最
大
発
電
実
績
は
、
政
府
の
推
定
で
約

７
割
に
と
ど
ま
る
上
、
今
後
10
年
間
は

産
業
の
電
化
や
工
業
化
の
進
展
に
よ

り
、
年
10
％
ペ
ー
ス
で
電
力
需
要
が
伸

び
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

電
力
不
足
の
解
消
は
、
こ
の
国
の
経
済

発
展
に
向
け
差
し
迫
っ
た
課
題
な
の

だ
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
こ
れ
ま
で
、

主
に
国
内
で
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
を

利
用
し
た
火
力
発
電
に
頼
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
国
内
の
ガ
ス
産
出
量
は
、
今

後
、
減
少
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
天
然
ガ
ス
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
の

が
、
国
内
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
良
質
の

石
炭
だ
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
内
に
は

天
然
ガ
ス
の
他
に
良
質
の
石
炭
が
豊
富

に
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
活
用
す

れ
ば
電
力
の
需
要
を
ま
か
な
う
と
同
時

に
、
ガ
ス
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
も
で

き
る
。
し
か
し
、
採
掘
開
始
ま
で
に
は

時
間
が
か
か
る
た
め
、
ま
ず
は
海
外
か

ら
輸
入
し
た
石
炭
を
使
う
石
炭
火
力
発

電
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
「
マ
タ
バ
リ
超
々
臨
界
圧
石
炭

地
域
交
通
の
大
動
脈

国
際
物
流
を
支
援

火
力
発
電
事
業
」
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
南
東
部
の
チ
ッ
タ
ゴ
ン
管
区
マ
タ
バ

リ
地
区
に
、
高
効
率
の
石
炭
火
力
発
電

所
を
建
設
す
る
計
画
だ
。
定
格
出
力
は

１
２
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
。
こ
れ
は
、
14

年
３
月
時
点
で
の
推
計
電
力
需
要
（
９

２
６
８
メ
ガ
ワ
ッ
ト
）
の
１
割
を
ゆ
う

に
超
え
る
出
力
規
模
だ
。

　
資
源
の
少
な
い
日
本
は
、
燃
料
を
効

率
的
に
利
用
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
編
み
出
し
て
き

た
。
そ
の
一
つ
が
、
こ
の
発
電
所
で
使

わ
れ
る
超
々
臨
界
圧
技
術
だ
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
日
本
の
技
術
を
活
用
し
、

発
電
に
使
う
石
炭
の
量
を
低
く
抑
え
る

こ
と
は
、
同
国
内
の
電
力
需
要
に
応
え

る
だ
け
で
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
抑
制
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

さ
ら
に
こ
の
事
業
で
は
、
石
炭
の
輸
入

に
向
け
て
発
電
所
と
隣
接
し
た
深
海
港

も
建
設
す
る
予
定
で
、
政
府
や
一
般
市

民
か
ら
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
か
つ
多
部
門

に
わ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
く
の

関
係
機
関
・
責
任
者
と
の
調
整
や
手
続

き
が
必
要
だ
が
、
煩
雑
に
な
り
そ
う
な

場
面
で
も
、
現
地
側
責
任
者
の
積
極
的

な
協
力
と
調
整
が
功
を
奏
し
て
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
物
流
イ
ン
フ
ラ
や
電
力
供
給
な
ど
、

さ
ら
な
る
経
済
発
展
に
向
け
た
〝
器
〞

の
準
備
が
進
む
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
。
そ

の
中
身
と
な
る
産
業
の
振
興
を
後
押
し

す
る
た
め
に
、
日
本
は
12
年
か
ら
首
相

府
に
投
資
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
て
い
る
。
同
国
政
府
は
、
２
０
２
１

年
ま
で
に
中
進
国
（
一
人
当
た
り
の
国

民
総
所
得
３
９
７
６
米
ド
ル
以
上
）
入

り
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
周
辺
国
と
比
べ

て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
民
間

投
資
率
の
改
善
、
特
に
外
国
か
ら
の
直

接
投
資
の
呼
び
込
み
が
不
可
欠
だ
。

　
法
律
や
行
政
制
度
（
投
資
庁
）
な
ど

の
枠
組
み
や
、
低
賃
金
労
働
者
の
確
保

な
ど
、
環
境
が
着
々
と
整
う
一
方
で
、

イ
ン
フ
ラ
や
制
度
規
制
の
未
整
備
な

ど
、
こ
の
国
が
直
面
す
る
課
題
も
数
多

い
。
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
派
遣
さ

れ
て
い
る
前
川
直
行
専
門
家
は
、「
海

外
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
対
す
る
投

資
は
、
比
較
的
技
術
レ
ベ
ル
が
高
く
て

賃
金
が
安
い
縫
製
業
に
集
中
し
て
お

り
、
多
様
化
が
課
題
で
す
。
ま
た
、
金

融
機
関
の
金
利
が
高
い
た
め
、
国
内
投

資
が
広
が
り
に
く
い
の
も
事
実
で
す
」

と
指
摘
す
る
。
こ
れ
を
受
け
、
日
本
は

現
在
、「
中
小
企
業
振
興
金
融
セ
ク
タ

ー
事
業
」
を
通
じ
て
現
地
の
中
小
企
業

の
資
金
調
達
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
幅
広
い
投
資
の
誘
致
に
向
け
協
力

を
進
め
て
い
る
段
階
だ
。

　
黄
金
の
ベ
ン
ガ
ル
が
、
産
業
と
交
易

の
中
心
地
と
し
て
再
び
輝
く
日
は
近

い
。

需
要
高
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

日
本
の
技
術
が
解
決
策
に

新たなメグナ橋の完成予想図。首都ダッカと大都市
チッタゴンを結ぶ幹線道路の輸送量を高める

東西アジアの要、
地域発展の拠点へ 
南アジアの西端に位置し、東南アジアと南アジアの各国をつなぐ
交易の要衝に位置するバングラデシュ。豊かな水に恵まれ、
かつてはヨーロッパとの交易拠点として黄金のベンガルと名指された地域だ。
長年、世界最貧国と呼ばれてきたが、近年の経済発展は著しい。
地域全体の経済振興の要となるべく、安定成長に向けた取り組みが進む。

特集 南アジア
成長力秘めた大動脈

バングラデシュfrom

Bangladesh

経
済
成
長
を
加
速
す
る

民
間
投
資
を
後
押
し

石炭を積み込む港も兼ね備えた、発電所の完成イメージ

塩田が主な産業のマタバリの人 も々、新たな発電所の建築
に期待を寄せている

既存のメグナ橋。交通量の増加で、交通の大動脈としては心細くなってきた。
そこで、新たな橋を架けることに

ダッカ

チッタゴン
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